
過
去
の
国
民
年
金
保
険
料
を

“
払
い
忘
れ
て
い
た
”
“
当
時
収

入
が
無
く
て
払
え
て
い
な
か
っ
た
”

な
ど
の
理
由
で
納
付
で
き
て
い
な

い
期
間
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
対

象
月
の
翌
月
末
日
が
納
付
期
限
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
も
し
、
納
付
期

限
ま
で
に
保
険
料
を
納
め
て
い
な

い
と
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基

礎
年
金
を
受
給
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

一
方
、
今
か
ら
納
付
し
よ
う
と

し
て
も
、
納
付
期
限
か
ら
起
算
し

て
二
年
を
過
ぎ
た
期
間
は
時
効
に

よ
り
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。

し
か
し
、
平
成
二
十
七
年
十
月

一
日
施
行
の
「
政
府
管
掌
年
金
事

業
等
の
運
営
の
改
善
の
た
め
の
国

民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
」
（
年
金
事
業
運
営
改
善
法
）

に
よ
り
、
時
効
に
よ
り
納
め
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
期
間
を
平
成

二
十
七
年
十
月
か
ら
平
成
三
十
年

九
月
ま
で
の
三
年
間
に
限
っ
て
、

過
去
五
年
以
内
の
期
間
分
を
納
め

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

こ
の
制
度
を
後
納
制
度
と
い
い

ま
す
。

平
成
二
十
九
年
七
月
三
十
一
日

ま
で
は
、
二
十
歳
以
上
六
十
歳
未

満
の
期
間
の
う
ち
、
納
付
済
期
間

（
注
①
）
＋
学
生
納
付
特
例
承
認

期
間
（
注
②
）
＋
免
除
・
猶
予
承

認
期
間
（
注
③
）
＋
日
本
国
内
に

住
所
を
有
し
な
い
期
間
等
（
注
④
）

の
合
計
が
二
十
五
年
以
上
な
け
れ

ば
老
齢
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

平
成
二
十
九
年
八
月
一
日
か
ら

は
、
前
記
の
納
付
済
等
期
間
が
合

計
十
年
以
上
あ
れ
ば
老
齢
年
金
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

今
回
の
後
納
制
度
は
、
こ
の
納

付
済
等
期
間
を
合
計
し
て
も
五
年

以
上
十
年
未
満
の
た
め
老
齢
年
金

の
受
給
資
格
を
得
ら
れ
な
い
方
が
、

過
去
五
年
（
注
⑤
）
以
内
の
国
民

年
金
保
険
料
未
納
期
間
分
を
平
成

三
十
年
九
月
末
日
ま
で
に
納
付
す

る
と
老
齢
年
金
の
受
給
資
格
が
で

き
ま
す
。

未
納
期
間
と
納
付
可
能
期
間
に

つ
い
て
は
、
近
隣
の
年
金
事
務
所

ま
た
は
街
角
の
相
談
セ
ン
タ
ー
で

確
認
く
だ
さ
い
。

後
納
制
度
の
申
し
込
み
は
、
平

成
三
十
年
九
月
二
十
八
日
金
曜
日

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
を
過
ぎ
る
と
希
望
し
て

も
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま

た
、
審
査
に
時
間
が
か
か
る
場
合

が
あ
り
、
申
し
込
ん
だ
月
分
か
ら

納
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
期
日
に
余
裕
を

も
っ
て
申
し
込
み
し
て
く
だ
さ
い
。
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納
付
で
き
な
か
っ
た

期
間
を
カ
バ
ー

老
齢
年
金
受
給
資
格
を

確
保
す
る

申
込
期
限
が近

づ
い
て
い
ま
す

（
注
①
）
納
付
済
期
間
：
各
年
金
制
度
に
加
入
し
て
納
付
し
た
期
間

（
注
②
）
学
生
納
付
特
例
承
認
期
間
：
申
請
に
よ
っ
て
在
学
中
の
保
険
料
納
付
の
猶

予
が
認
め
ら
れ
た
期
間

（
注
③
）
免
除
・
猶
予
承
認
期
間
：
申
請
や
届
出
に
よ
っ
て
納
付
の
免
除
や
猶
予
が

認
め
ら
れ
た
期
間

（
注
④
）
日
本
国
内
に
住
所
を
有
し
な
い
期
間
等
：
海
外
に
住
民
票
を
異
動
し
た
期

間
等
で
、
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
な
い
期
間

（
注
⑤
）
過
去
五
年
と
は
、
納
め
よ
う
と
す
る
月
前
五
年
以
内
の
期
間

（
例
）
平
成
二
十
五
年
八
月
分
の
場
合

↓

平
成
三
十
年
八
月
末
日
ま
で
納
付
可
能



昭
和
二
十
五
年
か
ら
実
施
さ
れ
、

今
年
で
六
十
九
回
目
と
な
る
全
国

労
働
衛
生
週
間
は
、
働
く
方
の
健

康
管
理
や
快
適
に
働
く
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
職
場
環
境
の
改
善
等

の
労
働
衛
生
に
関
す
る
意
識
を
高

め
、
各
職
場
で
の
自
主
的
な
活
動

を
促
し
て
、
働
く
方
の
健
康
を
確

保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。そ

の
年
に
合
っ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン

を
掲
げ
、
毎
年
九
月
一
日
か
ら
九

月
三
十
日
ま
で
を
準
備
期
間
、
十

月
一
日
か
ら
十
月
七
日
ま
で
を
本

週
間
と
し
て
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
沿
っ

た
取
組
を
展
開
し
ま
す
。

（
詳
細
は
、
次
月
号
に
掲
載
予
定

で
す
。
）

今
年
は
、
一
般
公
募
に
応
募
の

あ
っ
た
二
九
四
作
品
の
中
か
ら
、

次
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
決
定
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
こ
こ
ろ

と
か
ら
だ
両
方
の
健
康
づ
く
り
を

進
め
、
職
場
で
一
丸
と
な
っ
て
働

き
方
改
革
を
進
め
る
こ
と
で
、
誰

も
が
安
心
し
て
健
康
に
働
け
る
職

場
を
目
指
す
こ
と
を
表
し
て
い
ま

す
。な

お
、
厚
生
労
働
省
で
は
、
本

年
度
は
、
第
十
三
次
労
働
災
害
防

止
計
画
の
初
年
度
に
お
け
る
取
組

と
し
て
、
長
時
間
労
働
者
や
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
者
に
対
す
る
面

接
指
導
な
ど
が
受
け
ら
れ
る
環
境

の
整
備
や
、
病
気
を
抱
え
た
労
働

者
の
治
療
と
仕
事
の
両
立
支
援
を

社
会
的
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
仕
組
み

の
整
備
、
化
学
物
質
対
策
と
し
て
、

ラ
ベ
ル
表
示
・
安
全
デ
ー
タ
シ
ー

ト
（

）
の
交
付
・
入
手
の

徹
底
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い

く
、
と
し
て
い
ま
す
。

十
日

○
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得

届
の
提
出
（
前
月
以
降
に
採
用
し

た
労
働
者
が
い
る
場
合
）

［
公
共
職
業
安
定
所
］

○
労
働
保
険
一
括
有
期
事
業
開
始

届
の
提
出
（
前
月
以
降
に
一
括
有

期
事
業
を
開
始
し
て
い
る
場
合
）

［
労
働
基
準
監
督
署
］

三
十
一
日

○
健
保
・
厚
年
保
険
料
の
納
付

［
郵
便
局
ま
た
は
銀
行
］

○
日
雇
健
保
印
紙
保
険
料
受
払
報

告
書
の
提
出

［
年
金
事
務
所
］

○
労
働
保
険
印
紙
保
険
料
納
付
・

納
付
計
器
使
用
状
況
報
告
書
の
提

出

［
公
共
職
業
安
定
所
］

○
外
国
人
雇
用
状
況
報
告
（
雇
用

保
険
の
被
保
険
者
で
は
な
い
労
働

者
）

［
公
共
職
業
安
定
所
］
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暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

先
日
の
台
風
が
通
過
し
た
日
の
夕

方
、
カ
ナ
カ
ナ
蝉
（
ヒ
グ
ラ
シ
）

の
鳴
き
声
を
聴
き
、
連
日
の
高
温

で
す
が
、
少
し
だ
け
涼
し
さ
を
感

じ
る
時
間
で
し
た
。

（
ぎ
ん
）

藤田社会保険労務士事務所

e-mail
k-fujita@k-fujita-sr.com

URL http://k-fujita-sr.com

TEL・FAX 075-611-5300

〒612-8017
京都市伏見区桃山南大島町1-4-41-504

編
集
後
記

八
月
の
労
務
手
続

［
提
出
先
・
納
付
先
］

今
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

８月１日より雇用保険の基本手当日額や高年齢雇用継続給付

の支給限度額が変更されます。

① 基本手当の日額の算定の基礎となる賃金日額（※）の範囲等

の引上げは、以下のとおりです。

(1) 基本手当の日額の最高額及び最低額

[最高額]

60歳以上65歳未満 7,042円 → 7,083円（ +41 円）

45歳以上60歳未満 8,205円 → 8,250円（ +45 円）

30歳以上45歳未満 7,455円 → 7,495円（ +40 円）

30歳未満 6,710円 → 6,750円（ +40 円）

・年齢：受給資格に係る離職の日における年齢

[最低額] 1,976 円 → 1,984円（ +8円）

(2) 基本手当の日額の算定に当たって80％を乗ずる賃金日額の

範囲、80％から50％までの範囲で逓減する率を乗ずる賃

金日額の範囲及び50％を乗ずる賃金日額の範囲

（例）

賃金日額が6,000円である60歳未満の受給資格者

4,535 円 → 4,543円（ +8円）

賃金日額が9,000円である60歳未満の受給資格者

5,677円 → 5,697円（ +20円）

⓶ 高年齢雇用継続給付の支給限度額

357,864円 → 359,899円（ +2,035円）

※基本手当の日額と賃金日額の関係について

◎基本手当の日額：基本手当（求職者給付）の１日当たりの支給額

離職前６か月間の平均賃金額を基に計算される。

◎賃金日額：離職前６か月間における１日当たりの平均賃金額

◎基本手当の日額は、賃金日額×給付率（80～50％）←賃金水準が低い

ほど高い給付率となる。
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